
01_下のWinspecをクリック



02_キャンセルをえらぶ



03_Hardwareを選ぶ



04_次へを選ぶ



05_カメラの認識を確認して選び次へ



06_Noで次へ



07_完了を押す



08_分光器の定義



09_Install Removeをクリック



10_Acton SP500iを選ぶ



11_SP500iが入る



12_回折格子種類認識



13_ミラー　サイド　フロント



14_回折格子の種類と中心波長



15_スリット前のミラー　フロントは筐体短辺側　サイドは筐体長辺側



16_検出器使うときはAcquisition



17_Focusは連続運転　Acquireは１回きり



18_FocusとAcquireのショートカット左上の緑の２つ　ACQ, F



19_冷却時０ｓとUseFullChipで
Focus押す



20_ 冷却有無の判断は温度から



21_CurrentTemperatureが-120℃より高いときは液チをたして19の操作



22_Focus 中は温度がみれないので一瞬とめて確認,　
液チ投入２回吹くまで。Temp Locked まで
目安2h,  冷えれば50hもつ。



23_液窒投入2hでTemperaturLockedの表示　これで使用
可能



24_4MHzの0sデータ冷却あと　赤紫線が400-800カウント　kHzでは
もう少し下がる



25_波長較正offset adjust 後　600G 理論値435.833nm 
実測435.84nm



26_波長較正offset adjust 後　300G 理論値435.833nm 実測435.93nm



27_波長較正offset adjust 後　150G 理論値435.833nm 
実測435.87nm
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